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はじめに
1904 年 7 月，イギリス軍の迫る中，ダライラマ 13 世は少数の側近とともにラサを離れ，ロシアの
支援を求めて北上し，1904 年の暮れにイフ・フレー（現ウランバートル）に到達した。チベット仏
教界の長の到来にモンゴル人はわき，ダライラマの下にはハルハはむろんのこと，内モンゴル，カル
ムック，ブリヤート，ダリガンガなどから巡礼者が殺到し，各地のモンゴル王公もダライラマとの謁
見を求めて集まった。ロシアの公文書は，ダライラマのモンゴル滞在によって，清露国境によってへ
だられていたモンゴル人の民族意識が覚醒していると記録している （RIT: no. 61）。
この覚醒した民族意識が，1911 年のモンゴル独立宣言や，1913 年のチベット・モンゴル条約の締
結を生み出すまでの経緯は，モンゴル国の研究者を中心に多くの考察がなされている。しかし，モン
ゴル史の視点に終始しておりチベット・モンゴルを包括した仏教世界からの視点がないこと，また，
チベット語・漢語史料を用いた研究が少ないことが問題として挙げられる1。従って，本稿ではダラ
イラマ伝 （D13N） や漢語史料から，ダライラマがハルハに滞在した 1904 年末から，青海，五台山，
北京をへて英領ダージリンに亡命し，1912 年にふたたびラサに帰還するまでの間，突出してダライ
ラマ 13 世との関係を保っていた王公，すなわち青海モンゴルの有力王公であるクルルク貝子ナムテ
ンチューコル（表 2 4 番参照），ならびにボグド・ハーン政権の外務大臣となったトシェート＝ハン部
右翼のカンドー親王（mkha’ ’gro ching wan; ハンダドルジ）3 を抽出し，その事績を，チベット単独で
もモンゴル単独でもない，チベット仏教世界の枠組みの中で位置づけることを試みるものである。
一，アムドからイフ = フレー間をエスコートした王公たち
ダライラマ 13 世は極秘でラサを離れたものの，アムド（東北チベット）に隣接するナクチュ（nag 
chu）につくころには徐々に人に知られることとなり，行く先々に人が集まり，その移動も王公たち
によってエスコートされ始めた。
以下にダライラマ 13 世伝に基づき，移動を支援した王公たちの記録をたどっていく。行程は
Sonin bayar （2014） が概説しているが，本稿では迎接した王公の同定も行っている。年月日はとくに
記載がない場合はダライラマ伝に記されたままのチベット暦の日付である。
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ダライラマの前には 7 月 23 日，タイジ・ノル旗のジャサク（tha’i ji nor dza sag: 表 10 番）が，そ
の翌々日にはバロン旗のジャサク （sba rong dza sag: 表 21 番）とゾン旗のジャサク（rdzun dza sag: 
表 17 番）のタイジワンゲルが，7 月 26 日には青海のクルルク貝子父子とタイジ・ノル旗の元ジャサ
ク（tha’i ji nor dza zur） が，それぞれ迎接に現れ（D13N-ka 395a5），8 月 1 日にはクルルク貝子の設
表　青海 29 旗のプロフィール
氏族 旗名 旗の俗称 称号 初代のグシ・ハンとの関係（PSJZ 310ab） 宣統元年のジャサク 年齢 人口
左　　　翼
1 ウールト 西前旗 青海王旗 郡王 ダライダイチン（A6B3） オクジルガル 63 179
2 ウールト 南右翼後旗 ジュリガイ・ジャサク旗 輔国公 ソナムタシ（オチルト・ハン五子） コンチョクラスンドゥプ 欠 61
3 ウールト 西後旗 フフベイル旗 貝勒 ダヤン（A6B4C1） ツェリントンドゥプ 42 181
4 ウールト 北左翼旗 クルルク貝子旗 一等台吉 ソナムタシ（A9B1C2） ナムテンチューコル 35 1195
5 ウールト 南右翼末旗 アガ公旗 一等台吉 チェチェンダイチン（A2B1C1） ゴンポキャプ 38 70
6 ウールト 南左翼後旗 トム公旗 輔国公 ガルダンタシ（A1B2C2D1） ヤブダル 18 50
7 ウールト 北前旗 ブハ公旗 輔国公 ツェリン（A1B4C1） ソナムタシ 21 44
8 ウールト 北右翼末旗 グル・ジャサク旗 一等台吉 タムディンツェテン（A2B2C2D3） ソナムトンドゥプ 42 51
9 ウールト 北左翼末旗 チャカ王旗 一等台吉 イシドルキャプ（A6B3C2D2） ソナムセンゲラプテン 36 90
10 ウールト 西右翼中旗 タイジノル旗 一等台吉 ツェリンナムゲル
（グシ・ハンの兄ハナクトシェ トーの曾孫）
ツェリントンドゥプ 25 443
11 トルグ トー 西旗 トリハ・ジャサク旗 一等台吉 セドルブム リンチェンノル 18 59
12 トルグ トー 南後旗 ジャン・ジャサク旗 一等台吉 テンキョン ドル 24 50
右　　　翼
13 チョロス 南右翼頭旗 ルリカ貝勒旗 郡王 ツェテンゲル リンチェンワンゲル 28 169
14 チョロス 北中旗 ヨンジャ貝子旗 貝子 ラプテン タシナムゲル 20 291
15 ウールト 前左翼頭旗 ムル王旗 郡王 ゴンポ（A4B1） トンホリンチェン 45 199
16 ウールト 南左翼末旗 チュンカ・ジャサク旗 一等台吉 ナムゲル（A2B2C1） チャムドジルガラン 欠 147
17 ウールト 北右翼旗 ゾン貝子旗 貝子 ツェリンドンドゥプ（A7B1C1D1） チュンペ ノールブ 35 43
18 ウールト 西右翼前旗 ムル・ジャサク旗 一等台吉 ラプテン（A4B2C4） チメーリンツァン 76 115
19 ウールト 西左翼後旗 ゾンギャ・ジャサク旗 一等台吉 ハルガス
（グシ・ハンの弟ツェリンハタンバ トール4世孫） ワンタンドルジェ 20 無
20 ウールト 東上旗 バヤンノール・ジャサク旗 一等台吉 キャプ（A3B’8） ツェテントンドゥプ 73 12
21 ウールト 西右翼後旗 バロン・ジャサク旗 一等台吉 ツェテンボショクト（ビントゥ長子） ノルブタルゲー 47 280
22 ホイト 南旗 トンダハ旗 輔国公 クンガー ペマワンゲル 15 52
23 トルグ トー 南中旗 ヨンアン・ジャサク旗 一等台吉 ソナムラプテンドルジェ ダンパ 52 36
24 ハルハ 南右翼旗 ハリハ・ジャサク旗 一等台吉 タシトンドゥプ ラプサムノルブ 30 6
25 ウールト 前頭旗 河南王旗 郡王 チャガンダンジン（A5B2C3） ペルジョルラプテン 31 1047
26 ウールト 南左翼次旗 一等台吉 ツェリンドルジェ（A4B1C1D5） 停襲
27 ウールト 南右翼中旗 ダツァン旗 一等台吉 ラプテンギャムツォ（A5B2C1D1） ツェリンタシ 29 248
28 ウールト 南左翼中旗 ギャ旗 一等台吉 チャガンラプテン（A5B2C2D1E1） ソナムドルジェ 28 67
29 トルグ トー 南前旗 アリハ・ジャサク旗 一等台吉 タルゲー ケルサンワンゲル 30 192
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置した迎接テントに入った（D13N-ka 396a2）。つまり，中央チベットをでたダライラマに本格的なサ
ポートを行った最初のモンゴル王公がクルルク貝子であった。クルルク貝子は 7 月 27 日にダライラ
マを出迎え 8 月 30 日に見送っているため，約一ヶ月強ダライラマと行動をともにしたことになる。
表は青海 28 旗の名称，通称，初代ジャサク，位階，宣統元年（1909） 時点のジャサクと旗の人口
などをまとめたものである。これに基づくと，ダライラマ 13 世をサポートした青海王公たちはプル
ジェワルスキーが「ツァイダム五旗」4 と呼んだ，クルルク，バロン，ゾン，フフベイレ，タイジ五
旗のうち四旗であり，いずれも 1642 年にダライラマ政権の成立を助けたグシ・ハンの子孫たちで
ある。
クルルク貝子旗からでた後，ダライラマは安西を通過して無人の沙漠を北上し，9 月に入ってシャ
ホリビ（sha ho li pi）という地で，ジャサクト・ハン部左翼後旗のジャサク，ユンドゥン貝子 （g-yung 
drung pa’i si） の迎接使と合流した 5 （D13N-ka 398a3）。ここからの迎接はハルハの王公やラマが担当
し，9 月 19 日にはハルハ三大化身僧の一人，ラミンゲゲン（bla ma’i dge rgan: エルデニパンディタ・
フトクトの俗称）の迎接役の執事，サインノヨン部盟長（t’a wang）6 の問安使，クルルク貝子麾下の
道案内のトラムチェ章京がそれぞれ歓迎の三依 （仏像・仏典・仏塔）を献じ，翌日（9 月 20 日 ?）に
は サインノヨン部の副盟長（de de wang）7 とタシドルジェ公 （gung bkra shis rdo rje）8 による迎接を
受け （D13N-ka 399b6），9 月 29 日に はサインノヨン本人9 （ナムナンスレン） と二人の公が歓迎の三
依 を献じた。
そして翌 9 月 30 日 にはイフ・フレーからジェブツンダンパ８世の問安使と迎接使が盛大に到着し，
10 月 3 日には イフ・フレーの満洲・モンゴル両大臣 （徳鱗とプンツォクツェリン），トシェート・ハ
ン部の盟長貝子（da ba’i si）10 ，ハルハ三大化身僧の二人目ノヨン＝フトクト（ザヤパンディタの俗称）
らの問安使，翌日にはトシェート・ハンの問安使が到着し，僧列に迎えられながらサインノヨンのフ
レーに到着した。
行程はさらに進み，サインノヨンと 10 月 11 日に別れ（D13N-ka 402b4），10 月 20 日，満・蒙の両
アンバン，フレーの全僧が供物をもって出迎える中，ダライラマはハルハの四アイマクがイフ・フ
レーのガンデン大僧院の中にしつらえた日光殿 （nyi ’od） に到着した（D13N-ka 404b2）。この出迎え
の中にはジェブツンダンパ 8 世と「秘密の明妃チャガンターラ」（gsang yum tsha khang rdar）11 ，す
なわち妃トンドゥプラモもいた。
ダライラマはイフ・フレーにおいて 10 月 27 日にカンドー親王に長寿灌頂を，サインノヨン部の
チメーデレー貝子（pa’i si ’chi med bde legs）12 ら 30 人に略式灌頂（phyag dbang）を授け，同様に 11
月 2 日にはセツェン・ハン（tshe tshing hang）13 に，11 月 12 日にはナムセー公（gung rnam sras; ナ
ムスライ）14 にそれぞれ長寿灌頂を授けている。つまり，当時イフ・フレーにはトシェート・ハン，
セツェン・ハン，サインノヨン三アイマクの最高位の王公がダライラマの法を求めて集まっていた。
以上を総括すると，ダライラマ 13 世はツァイダムを経由してジャサクト・ハン旗の東南偶からハル
ハに入り，サインノヤン部を通過して，トシェート・ハン部のイフ・フレーへとラサとイフ・フレーを
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ほぼ一直線でつなぐルートを，盟長などの最高位の王公の迎接を受けながら北上していたことが分
かる。
イフ・フレーの主であるジェブツンダンパ８世はダライラマ 13 世に人気を奪われ，さらに公式の
場ではダライラマ 13 世より低い座につくよう迫られたため機嫌を損ね （石濱 2015），郊外の末寺にひ
きこもった。このような状態であったためか，木蛇（1905）年 7 月 17 日，ダライラマ 13 世はカンドー
親王の招請を受けてイフ・フレーを出発し親王の旗に向かった。カンドー親王の領地はイフ・フレー
よりもさらにロシア国境に近いため，ロシアからチベット支援の返事をまつダライラマ 13 世にとっ
ても都合が良かったものと思われる。ダライラマは半年間カンドー親王旗に滞在し，親王のフレーの
僧院で綱紀粛正を行った （D13N-Kha: 417b3-5; Болдбаатар 1994: 28）。この間親王がダライラマと
の親交を深め，チベット情勢やダライラマの思考に通じたであろうことは想像に難くない。
翌火馬（1906） 年 1 月 27 日にダライラマは親王旗から出発し，モンゴル帝国の古都にたつ名刹エ
ルデニジョー，ザヤパンディタのフレー，サインノヨンのフレーとハルハの要所に順次滞在しながら
ロシア政府の返答を待ち続けた。しかし，日露戦争に敗北し第一次革命によって衰弱していたロシア
は，イギリスや清朝との関係を悪化させるチベット支援に消極的となっており，1906 年 5 月の末に
はイギリスとの領土争いに終止符をうつ英露協商の協議に入った（RIT: No.54-55）。これを受けてダ
ライラマはチベット暦 7 月 7 日に，清朝官僚の干渉を意識的に避けつつロシア国境を離れ，9 月 14
日には盛大な僧列に迎えられて青海の名刹クンブム大僧院に入った。
二，青海・五台山滞在期に交流した王公たち
クンブムに遷座したダライラマの下には，トンコル・フトクト，チュサン・フトクト，チャン
キャ・フトクトを始めとするアムドを代表する高僧が相次いで来訪した。ダライラマ伝にはほとんど
記載されていないものの，この時期ロシア以外の列強からの支援獲得をも模索しつつ，ダライラマは
日米欧の公使，旅行者，探検家などと積極的に接見していた（Kobayashi 2019: 37-82）。
中国の皇帝實録と同じく，ダライラマ 13 世伝にはダライラマの所在地，会見相手，月日，儀礼・
法事の名称などは記録されても会見の内容までは記録されない。しかし，本人の訪問や使者の派遣の
頻度，その人物の後の働きによって，自ずと重要な接見は特定することができる。
ダライラマ伝によると，ダライラマがクンブムについた約一ヶ月後の 10 月 30 日に，ハルハから
きた使者ツェドゥン・ガワンチュージン（rtse drung ngag dbang chos ’dzin）の辞去の挨拶 （thon 
phyag） が記録されている。彼は 1913 年のチベット・モンゴル条約の条約文中にチベット側の全権大
使としてドルジエフについで名前を連ねている人物である（Tashi Tsering ed. 2013: 102）。また同年
末にはクルルク貝子とカンドー親王の問安使が書簡や献上品を届けており （D13N-kha: 18b4），翌火
羊（1907）年 4 月にはクルルク貝子本人が来訪し15 ，その記事の続きにおいてダライラマはカンドー
親王のフレーの寺の僧院長に様々な法を伝授している （D13N-kha: 24a6-b1）。
カンドー親王は後の西暦 1911 年 7 月にモンゴル独立の後ろ盾を求めてペテルスブルグにいった九
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人の王公の代表格であり（橘 2011: 41-48），同年 12 月にボグド・ハーン政権が発足した際には初代
外務大臣に就任し，ボグド・ハーン政権の宮廷勢力と対立しながらも政権運営を行った人物である
（橘 2011: 69-76）。一方のクルルク貝子は翌年 2 月 27 日付けの書簡で青海を代表して同政権への参加
を表明した王公である（橘 2012）。親王と貝子の使者が同時にダライラマの下に到着していることは，
両者がダライラマの宮廷において，チベットやモンゴルの未来について協議していたことを示唆して
おり，このことを踏まえれば，モンゴルと境域を接していない青海が，ボグド・ハーン政権に即座に
参加表明したことは意外とは言えなくなる。
ダライラマは，清朝がインド・チベット国境の交易場の監視を口実にチベットに軍を派遣しよう
としていることを知ると，清朝皇帝との直接交渉を視野に入れつつ，11 月 27 日に五台山に向けて旅
立ち，翌土猿（1908）年の 1 月 18 日に扎薩克喇嘛を始めとする五台山の全僧に迎えられて菩薩頂に
到着した。そこでチベットからきたセラ，デプン，ガンデン三大僧院とタシルンポの高僧と青海の主
立った転生僧たちと合流し，教理問答，戒律復興を行った（石濱 2018）。
2 月，五台山に滞在するダライラマの下にカンドー親王の問安使が訪れ三依を献じ，ダライラマは
ブリヤートの老人に加持を授けた（D13N-kha: 43b2-3）。3 月 17 日には再び親王本人も到着し（D13N-
kha: 44b6-45b2），4 月に西太后と光緒帝から満州・モンゴル語合壁の勅書が届いた際，それを読み
上げた人物としてもカンドー親王の名前がみえる。ロシアの探検家マンネルヘイムは西暦 1908 年
の 6 月 26 日にダライラマ 13 世と五台山で会見し，ダライラマが「チベットから多くの人がやって
きて，みなが帰ってこいと嘆願する」と言い，「北京行については決めかねていた」と記している
（Mannerheim 2008: 765）ので，この時期ダライラマは五台山で，チベットからきた高僧たちやカン
ドー親王とともに北京行も含めた今後について協議を行っていたと推測される。
三，北京滞在期，ラサ帰還の道中に接触した王公たち
結局，ダライラマは北京行きを決断し，西暦 9 月 28 日に北京に到着した。しかし，清朝皇帝の接
待はダライラマ 5 世に対する厚遇には遠く及ばず，ダライラマと訪問者の会見は清朝の官吏の監視
下で行うことが強要された （Teichman 1922: 14）。ダライラマの動静を報告した『内庁偵察達頼報告』
に基づくと，ダライラマの下には内モンゴルの王公，諸外国の大使，公使が連日のように訪れており，
10月 15日（旧暦 9月 21日）の条にブリヤート人七人とともにダライラマを訪問したカンドー親王（罕
達親王）の名を見いだすことができる（『内庁偵察達頼報告』:292）。カンドー親王は前述したように
五台山でブリヤートの老人とともにダライラマと謁見し，その後親王の執事もブリヤート人のナム
ダクノヨンと同時に五台山を発っている（D13N-kha: 45b1-2）。ナムダクノヨンはアギンスク・ブリ
ヤートの開明的な指導者であり後にパン・モンゴリズムを主導したナムダク・ディリコフその人であ
る（Zhalsanova 2015）。これらを総合するとカンドー親王もディリコフもダライラマの側近であった
ブリヤート人ドルジエフと同じく，モンゴル・ロシアをつなぐ役割を担っていた人物と思われる。
ダライラマが長寿祈願を奉修した直後，皮肉なことに西暦 11 月 14 日に光緒帝が，15 日に西太后
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が相次いで没し，ダライラマは両者の葬儀を執り行った後，12 月 21 日に慌ただしく北京を発った。
再びダライラマ伝の記述をたどると，チベット暦 12 月 29 日にダライラマはクンブムに再び帰着し，
翌土鳥（1909）年の正月の謁見にクルルク貝子の妻が参上している。同年 4 月 14 日 に清朝より中華
思想色の濃い称号の受け取りを余儀なくされたため，ダライラマは清朝との断交を決意しラサに向
かった（石濱 2014a）。この直後の 4 月 18 日にカンドー親王の問安使がダライラマの下を訪れている
ため，ダライラマの予定はすぐにカンドー親王に伝えられたと思われる。
それから七日後の 4 月 25 日には青海フフベイル旗の盟長貝子（t’a khu khog pa’i li）ツェリントン
ドゥプ（表 3 番）がダライラマの下を訪れた。2 年後の 1911 年，このフフベイル旗のジャサクの位
をめぐって，チョコルセンゲとラワンジクレンが争い，破れた後者が1914年3月16日 にイフ・フレー
に行きジェブツンダンパ８世に地位の保全を求めた（橘 2012: 24-29）。この際，ガワンジクレンは，
木鳥（1909）年ダライラマ 13 世が北京からチベットに帰る途中，ツェリントンドゥプが自分を実子
としてダライラマに紹介したこと，木虎（1914）年 7 月 27 日に「チベットのハーンであるダライラ
マ御前」が与えた文書が存在すること，政敵は漢人と結託していることを申し立てているので（ibid. 
28），ラワンジクレンがダライラマに紹介されたのはこの時の謁見である可能性が高い。ちなみに，
ガワンジクレンの正当性の主張の仕方から，ボグド・ハーン政権では中国政府よりもダライラマの権
威が評価されていたことが確認できる。
5 月，ショルゴ（gshor sgo）という地でチベットの大僧院や政治家から特派された迎接団と合流す
るが，その中にいた「ハルハ貸金のマネジャ （ーdo dam）であるツェドゥン（僧官） シャルチ＝イェー
シェーギャムツォ」（rtse drung shar spyi ye rgya）は，1913 年 1 月 11 日に締結されたチベット・モ
ンゴル条約のチベット側の全権大使として三人目に名前のあがる人物である16 。r tse drung はチベッ
ト政府の僧官の称号なので，ハルハにおけるダライラマ 13 世の財産はラサから派遣された官僚が直
接あたっていたことが分かる。
5 月 18 日にはクルルク貝子らの問安使が現れ，そこから二日行程すすんだところでフフベイル旗
の盟長ツェリントンドゥプらが三依を献じ，チュナカ（chu nag ka）の地においては食事の席で，ク
ルルク貝子とアマンノヨンの二人が「内々の謁見」 （nang lugs kyi mjal ’phrad） を申し出ている。そ
の翌日，ダライラマはクルルク貝子とその父ゴンポツェテン（mgon po tshe brtan） の願いに応じて，
二人に沙弥戒（dge bsnyen gyi tshul khrims） を授け （D13N-kha: 73b2-6），5 月 26 日に父子に短期的・
長期的な指示を行った。ゴンポツェテンはクルルク貝子の父で光緒 23 年から 27 年までの間青海左翼
盟長をつとめた人物である（QMG:844, 854）。また，クルルク貝子全旗が施主となってダライラマの
長寿儀礼 （brtan bzhugs）を行い，観音菩薩の真言を斉唱した（D13N-kha: 74a4-6）。続いて，「ハル
ハ貸金の新頭取」イェーシェーギャムツォらが辞去の挨拶にきている。「新頭取」であることから，
彼はハルハに向かったものと思われる。6 月，クルルク貝子らが帰国し，その後ダライラマ 13 世の
下に護衛を派遣している（D13N-kha: 74a6-b2; 75a1）。
ダライラマがチベット政府の直轄地ナクチュに入ると，中央から順次送られてくる使節団が迎接を
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行い，チベット暦 11 月 9 日にダライラマは五年ぶりにラサへと帰還した。しかし，到着二日後の 11
月 11 日にポタラ宮で新しい称号を名乗り清朝の権威を否定すると（石濱 2014a），明けて鉄犬（1910）
年の新年早々四川軍の追撃をかわして慌ただしく英領インドのダージリンへと亡命した。インド滞在
中はイギリス政府の制止により訪問者と自由に会見できなくなったため （D13N-kha: 102a2-3），ダラ
イラマ伝には訪問者の記録がほとんどみえなくなる。
西暦 1911 年 12 月 1 日モンゴルは独立を宣言しカンドー親王はその初代外務大臣に就任した。1912
年 1 月，中華民国が成立するとチベット人はラサを占領していた清軍を駆逐し始め，脅威がなくなっ
たことが確認された後，ダライラマ 13 世はポタラ宮へ恒久的な帰還を果たし，翌 1913 年 1 月 11 日，
チベットとモンゴルは藏蒙条約を締結して互いに独立を承認しあった。この条約のチベット側の全権
大使はダライラマにロシア行をすすめ，移動中もロシアとダライラマの仲介を行っていたブリヤート
人側近ドルジエフであり，続いて名を連ねたのは青海滞在中にダライラマと謁見した二人の僧官，ガ
ワンチュージンとイェーシェーギャムツォらであった。
ダライラマが青海を通過した清末，クルルク貝子の属する青海ウールトは衰勢の極みにあった。表
の宣統元年（1909）年の青海 28 旗の人口を見れば明らかなように，青海の王公は左翼右翼の区別な
く人口が減少しており，左翼のクルルク貝子旗，右翼の河南王旗以外は旗の体をなしていない17 。ク
ルルク貝子旗が青海王公の中では比較的豊かであったこと，ダライラマの供養を行い声望を高めたこ
となどが原因なのか，1912 年に青海がボグド・ハーン政権に帰順した際には，クルルク貝子は青海
左翼を代表する王公となっていた。
四，民国期もダライラマ政権との交流が続いたクルルク貝子
周知のようにチベットとモンゴルがともに中国との断交を表明したにも拘わらず，チベットについ
ては英・チベット間で結ばれた 1914 年 7 月 3 日のシムラ条約，モンゴル関しては露・中・モンゴル
間で結ばれた 1915 年 6 月 7 日のキャフタ協定によって，両国ともに中国の宗主権を認めさせられ，
内外に分けられ，外の自治のみが保証された。
この流れの中で，チベットとモンゴルの中間にある青海地域は見るものによって異なる姿を見せて
いた。中華民国は，西暦 1912 年 12 月 10 日 青海辦事長官の廉興の蒙蔵事務局への打電に基づき「青
海の全てのジャサクは共和を承認し」たと認識しており，ボグド・ハーン政権は，左翼盟長クルル
ク貝子の同年 2 月 27 日付書簡に基づき青海はボグド・ハーン政権へ帰順した，とみなしていた （橘 
2012: 21-22）。
しかし，民国成立以後，青海に台頭していたのはイスラム軍閥であった。この流れは 1912 年 9 月，
甘粛出身のイスラム教徒馬麒が西寧鎮總兵官に就任したことに始まる。同年 12 月，尹昌衡率いる四
川軍がセルシュ（ser shul: 石渠） からジェクンド （skye rgu do: 玉樹） 地域に来寇し，翌年 2 月にも
ティドゥ（khri ’du rdzong: 称多）を占領したため，ティドゥの民は西寧に救いを求め，それにこた
えた西寧の兵 30 人は四川兵を駆逐した （桑丁才仁 2007:51-52）。ジェクンド，ティドゥ，以下にでて
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くるナンチェン （nang chen: 囊謙）はいずれも中央チベットの東北に接する地域で，とくにジェクン
ドは四川，甘粛，青海から中央チベットへ向かう道が交差する要衝である。四川と青海の兵がジェク
ンドを衝突したことを受けて，民国政府はこの地域に調査団を派遣し，その結果，1915 年 3 月ジェ
クンドを青海の管轄に帰させた。同年，10 月馬麒は政敵の廉興を追い出し，青海蒙蕃宣慰使（旧青
海辨事長官）と甘辺寧海鎮守使（鎮守西寧等処總兵官）を兼任し事実上の青海の支配者となった。か
つて青海ウールトが支配していたアムド地域はこの時，馬麒一族の支配下に入ったのである。
翌 1916 年の 3 月 26 日，馬麒がジェクンドの一角を形成するナンチェンのジャデ（rgya sde）の人々
に帰順を呼びかけた。タイクマンによって採録されたこの布告文（Teichman 1922: 48-49）中で，馬
麒は四川兵の暴虐を認め，その上で西寧とナンチェンは何も危害を加えていないこと，袁世凱はチ
ベット仏教を尊重するように命令したこと，「私はダライラマとも非常に友好的な言辞の書簡を交わ
している。従って，あなたがたも大ラマを手本として我々とともに平和でいよう。私は 25 部族の国
であるナンチェンの保護に責任があるので，これらの地に軍隊を送り保護する。彼らは西寧当局の管
轄下にある。あなたがたジャデの民はこれに干渉してはならない。誰も二人の主人に仕えることはで
きない」（後略） とダライラマとの友好関係を盾にして，ジャデの民に帰順を促した。
この布告文の翌日，川辺辺境の司令官 Tin Hri Hru アンバン18 はチベット政府軍が「25 部族への国」
（ナンチェン） へ侵入したため，チベットへ進軍する，と恫喝する布告文をだした。チベット政府の
大臣 （bka’ blon）はシッキム政務官のチャールズ・ベル （C. A. Bell）にこの布告文を送り（5 月 15 日
受領），チベット軍は 25 族の国に進軍していないことを申し立て，イギリス政府を動かして中国政府
に，西寧から東チベットに軍隊を送らないよう警告するように要請している19 。
この後，インド政府からの 7 月 27 日付電報の情報として，「チベット側の申し立てる当該地域にお
ける中国の侵略は，おそらくは甘粛の支配下にある西寧のイスラム教徒の地域活動によるもので，彼
らは四川当局の制御下にはなく，ましてや中央政府が引きおこしているものでもない。」と報告して
いる20 。
この一日違いでだされた馬麒と Tin Hri Hru の布告文の背景にある事情は，クルルク貝子がダライ
ラマに宛てた火龍年 6 月 1 日（1916 年 7 月 31 日）付のモンゴル語の書簡によっておぼろげながらみ
えてくる21 。書簡の和訳とローマ字転写は本論の末尾に載せた。
書簡の冒頭，クルルク貝子はダライラマに 50 両のマンダラを捧げて大蔵経の下賜を願い，一点目
として 3 月に貝子が西寧とトンコルにおいて，甘粛総督が中国の万兵を集めてチベットへの進軍準備
をしていたため，西寧の支配者馬麒と面会して総督の軍がチベットに行かないように策を弄して戻ら
せたこと，しかし，総督の命令を無効にすることはできないので，馬麒の子が 4 ～ 50 人の兵をつれ
てチベットに行ったこと。二点目として，馬麒は無欲なので，ダライラマ 13 世が友好的な聖旨を賜
れば，中国からの軍禍をなくすことができること，三点目としてダライラマの命令に従って 20 人の
僧を有する寺を建てたので，中に祀る仏像を授けてくれ，という内容を記している。
この書簡を仏教と政治 （törü šasin）という概念によって切り分ければ，寺を建て大蔵経を求め仏像
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を求めることはチベット仏教世界に対する仏教面からの貢献であり，中国軍をチベットにいれないた
めの提案は同世界に対する政治面からの貢献といえる。
クルルク貝子が 3 月にトンコルで目撃したチベットに向かおうとしていた中国軍は，おそらくは
Tin Hri Hru が布告文で記したチベット侵攻の準備と思われ，クルルク貝子がイスラム教徒である馬
麒の支配を受け入れるようにダライラマに提案した背景には，馬麒が自らの記した布告文中で主張し
ているように，馬麒の軍が僧院に害をなさなかったこと，また，前述した報告にあるように，四川か
らも中央政府からも自由な勢力であったためと思われる。
ダライラマはこのクルルク貝子の書簡をヤートンに駐在するマクドナルドに転送し「チベットの施
主は大イギリス政府である。（The patron of Tibet is the Great British Government. ）……このモンゴ
ル語の手紙を翻訳とともに通常のチャンネルでインド政府に送り，軍隊がチベットに入らないように
中国政府に外交的な抗議を行ってくれ」と要請した22 。
おわりに
ダライラマの移動期にダライラマとの交流を絶やさなかったカンドー親王とクルルク貝子の二人
は，その後，前者は 1911 年のボグド・ハーン政権発足の際に外務大臣に就任し，後者は青海地域か
らボグド・ハーン政権への帰順を表明するなど，地域をこえた活躍をみせた。また，1906 年と 1909
年にそれぞれ青海滞在中のダライラマと謁見した僧官のガワンチュージンとイェーシェーギャムツォ
は，その後，1913 年にイフ・フレーで締結されたチベット・モンゴル条約のチベット側の全権大使
となった。ダライラマと接触を絶やさなかった彼らはいずれも，モンゴル独立，チベット独立の過程
においてチベットとモンゴルの橋渡し役となったのである。
中でも青海のクルルク貝子は，ダライラマの移動を当初よりエスコートし，父子で沙弥戒を授か
り，ダライラマの命令に従って寺を建て大蔵経を勧請し，実権を失った民国期においてもダライラマ
との交流を保ち，漢軍の侵攻からチベットを守ろうとした忠実な王公であった。この行動の背景には
彼がグシ・ハンを祖に戴く一族であることも関係していたと思われる。17 世紀，グシ・ハンとその
子供たちはダライラマ政権の成立を助け，チベット仏教世界の歴史に名を刻んだ。クルルク貝子の行
動は 20 世紀に入っても一族の歴史的使命を果たそうとしたという文脈でもとらえることができるで
あろう。
ハルハのカンドー親王，クルルク貝子らの事績は，モンゴル史，青海史などの地域史の枠組にとど
まらず，チベット・モンゴルを統合したチベット仏教世界の中から見ることによってよりよく理解で
きることを最期に指摘しておきたい。
史料 クルルク貝子のダライラマ宛て書簡 （〔　〕内は筆者による補訳）
　（1） 青海左翼盟長ダイチン （2） 扎薩克・多羅郡王ナムテンチューコルが謹んで （3）聖なる帰依の対
象であり，すべてのものを一つに集約した真正の阿弥陀仏たる （4） 聖ダライ・ラマ御前，すなわち，
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チベットの地の仏教と政治の （5） 二つを興隆させて，一切有情の利益と安楽を （6） 施される方，一切
諸仏の真の本質を明らかに一つに （7） 集めた （8） 恩ある聖なる根本のラマ23 ，持金剛仏〔ダライラマ〕 
の万〔壽〕を，〔あなた様の足をおく〕 蓮華座の （9） 花開いている傍で，心の底からの激しい （10）  真
実の信解心の誠により，十指を頭 （11） 上で合わせて祈り，50 両のマンダラを献 （12） 上し，〔あなた
様の〕万の安楽を願い，天の白い （13） カターなどとともに献じた。
おしらせすること。以前に小生に「金 〔字〕 の （14） 大蔵経 （カンギュル）を恵んでやる」と何度も
何度も （15） 仰せになられました。今，〔カンギュルを〕御恵みください。
もう一 （16） 件。今年三月 （英訳では五月）に西寧，トンコル （丹噶爾） に （17） 至った時に，蘭州
総督が中国の一万の兵をあつめて （18） チベットの地に行こうと言ったのを聞いて （19） 途方に暮れ
て，盟長私は西寧の馬麒大人と （20） 会して，蘭州の軍をチベットの地に （21） 行かせないように手を
うって戻らせた。戻った （22） けれども，総督の印の下 〔命令が〕無効になることはない （23） ため，
馬麒の子が 4 ～ 50 人の （24） 小兵をつれて〔チベットに〕行った。これを （25） 恩ある聖なる御前は
お許しくださり，友好的な聖旨を授けて （26） いただけますなら，仏教に害悪をなすことが後に （27） 
なくなろうと，盟長私は愚考しています。　
また，二件目。（28） 恩ある慈悲深い誠実なるわが聖者の，お体が泰平楽であることを （29） 小生私
が願いつつ報告することは，この西寧，青海の （30） 地を支配する者として，馬麒大人という一 （31） 
大官がついている。この方は汚職を （32） 好まず，誠実で穏やかで，利益を （33） 求めることをまった
く好まない，人となり ? である。このたび （34） 〔馬麒に〕貴き書簡を施してくださるなら，後に中国
からくる （35） 軍や事件がなくなる術が可能 （36） となりましょう。この者は釈明して，漢語の （37） 
上奏文を献じて，ご挨拶申し上げました。
（38） また，三件目。以前のご命令に従って，一寺を建て （39） 20 人の沙弥がおります。これに対し
て （40） 帰依する偶像，寺に勧請する仏を （41） 恵んでくださることをお願いします。お願いします。
ご照覧ください， （42） ご照覧ください。天の清浄なる白いカターなどを （43） 献上します。
（44） また，もう一件。小生のトスラクチ phung čhe とタイジ dambi （45） たちが，謹んで （46） 恩
ある聖者ダライラマの万の安楽を願って （47） 50 両のマンダラ，清浄なる白いカターを（48） 奉献
した。
（49） 火龍年 4 月 15 日   青海の左翼の盟長の印
原文 ［　］内は正字。
（1） köke nour-un jegün γar-un čiγulγan-u terigün da dayičing （2） jasaγ törü yin gyün wang nam-
tenčöyikür bar kičiyenggüyilen （3）台頭 degedü abural un orun bükün-i nigen dur quriyaγsan boditai 
abida burqan （4）台頭 boγda dalai blam-a-yin gegegen bolun töbed un orun i šašin törü （5） qoyar yi 
degegsi jokiyan qamuγ amitan-u tusa amuγulang-i （6） qayiralaγči. qamuγ burqan u mön činar ilete yin 
nigen dur （7） quraγsan （8） ačitu boγda ündesen（ündüsün）-ü blam-a wačir dar-a yin tümen ölemei 
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linqu-a yin （9） tal-a negegsen-ü dergede sedkil-ün uγ-ača bisiren masi （10） ünenkü süsüg-ün čing iyar 
arban qurγu-iyan orui （11） deger-e ben qabsa（/u）ran jalbariču tabi lang un-mandul ergün （12） deb-
sigüljü tümen amuγulang yi ayiladqan tngri-yin čaγan （13） qaldag ergübe.　
 medegülkü inu urid ečüken nadur altan （14） γanjuur örüsiyel qayirlaqu kemen dakin dakin 
（15）台頭 jarliγ boluγsan bölüge edüge qayirlaqu-yi orusiy-e. 
 jiči nigen （16） jüil ene jil-ün γurban sar-a-dur sawaling dongγurdu （17） kürkü čaγtu lanju 
jongdu kitad tümen čerig čoγulaγulju （18） tobed-ün orun du yabumui kemegsen-i sonusuγad （19） arγ-a 
baraju da bi sawaling-un ma či da rin du （20） aγuljiγad lanju-yin čirig-yi tobed-un orun-du （21） yabuγulqu 
ügei yin arγ-a-yi jasaγad bučaγaba. bučuγsan （22） bolbaču jongdu-yin durun-du tong qoγusun bolqu ügei 
（23） tula ma či yin kübegün čögüken döči tabin （24） čirig-tei yabuγsan. egün-i （25）台頭 ačitu boγda yin 
gegegen örüsiyen eb-ün dedü24  jakiy-a qayirlan （26） ayiladbasu šašin dur maγu qor-a kikü-yi qozimdur 
（27）ügei bayimui kemen da bi-ber mungqaγlamui.
  jiči qoyar jüil. （28） 台頭 ačitu enerenggü čiketü boγda minu bey-e lakšin tayibing amuγulang 
bayiqu-yi  （29） ečüken bi küsejü medegülkü inu ene sawalang köke nuur-un （30） γajar i medejü bayi
γči ma či da rin kemegči nigen （31） noyan amban saγuγsan ene bolbasu mönggü idekü （32） duru 
ügei kümün gündeng 25 tübsin olja üüsi [asiγ?] nigen ču （33） qayiqu duru ügei kümun mön shingki
（?） baina. ene uduγ-a （34） qairam bičig qayirlaγad örüsiyebesü qojimdur kitad-ača  （35） čerig böged 
kereg yabudal ügei yin arγ-a yi čidaqu （36） bayimui. egün-yi todurqayilal medegüljü kitad üsüg-ün （37） 
ergülte ergün mörgüjü debsigülbe. 
 （38） jiči γurban jüil. urid jarliγ-un yosuγar nigen （39） süm-e bayiγulju qorin šabitai bayiqu 
bölüge. egün-dür （40） sütüjü saγuqu šütüge [šitülge], süm-e du jalaqu burq-a （41） örüsiyen qayirlaqu-yi 
ayilad ayilad. örüsiy-e （42） örüsiy-e. tngri yin ariγun čaγan qaldag i （43） ergün debsigülbe.
 （44） jiči nigen jüil. ečüken tuslaγči phungji tayiji dambi （45） nar-bar kičiyenggüilen （46） ačitu 
boγda dalai blam-a-yin tümen amuγulang-yi ayiladqaju （47） tabu lang-un mandul ariγun čaγan badir26 
i ergün （48） bariba.
（49） γal luu jil un dörben sara yin arban tabun-a 
 köke noor i dašüwan γal i čiγulgan i da i doron
 köke naγur un jegün γar un čiγulγan u daruγ-a yin tamγ-a
注
 1 ダライラマ 13 世とモンゴル王公の関係については Batbayar 2012，Болдбаатар 1994 を始めとして多くの研究
がある。チベット語史料を利用したものとしてはジェブツンダンパの王権像の形成にダライラマのモンゴル
滞在が影響を与えていることを指摘した石濱 2014b, 2015 があげられる。
 2 表に見える旗の名称とジャサクの名称は『清代蒙古官吏伝』により，通称は『青海民族史入門』により，初
代ジャサクとグシ・ハンとの関係は PSJZ に基づく。A はグシハンの子供，B は孫，C はひ孫，D は玄孫の世
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代であり，A1B2はたとえば，グシハンの長子の次子を意味する。宣統元年の各旗ジャサクの年齢や人口は『清
代青海蒙古族档案史料輯編』の No.80-81 文書に基づく。人口欄の数字は戸数でなく成人男性・成人女性・子
供 （男女小孩） を総計したもので実際の人数である。
 3 光緒 18 年，トシェート・ハン部右翼左旗扎薩克和碩親王を承襲 （QMG:537 ; 地図 64）。
 4 「ツァイダム五旗」の名称はプルジェワルスキーの 1870 年から 73 年までの青海探検の記録である Монголія 
и страна тангутовъ （1875） の第 11 章にみえる。
 5 ユンドゥンドルジェ。光緒 15 年，貝子品級扎薩克輔国公を承襲（MUS:124; 地図 20）。
 6 チュースンキャブ（chos srung skyabs）。光緒 4 年，サインノヨン部右翼左後旗・扎薩多羅郡王承襲，光緒
24 年，盟長に就任 （QMG:725, 755）。 
 7 グルクムジャブ郡王。光緒 18 年，サインノヨン部中右旗・扎薩克多羅郡王を承襲。光緒 32 年，副盟長に就
任 （QMG:726, 745; 地図 47）。
 8 同治 13 年，サインノヨン部右翼末旗・扎薩克輔国公を承襲 （QMG:775; 地図 45）。
 9 光緒 22 年，サインノヨン部ハン旗・扎薩克和碩親王を承襲 （QMG:731; 地図 49）。
10 パクラム・ドルジェ。トシェート・ハン部中左旗扎薩克。光緒 20 年，貝子品級，光緒 25 年，トシェート・
ハン盟長に就任 （QMG:519, 552）。
11 白ターラー菩薩 （caγan dara）のチベット語音写。1911 年にジェブツンダンパ８世の妃に推戴されるトンドゥ
プラモのあだ名である（石濱 2013）。
12 光緒 12 年，サインノヨン部ウールト後旗・扎薩克固山貝子を承襲 （QMG:805; 地図 58）。
13 デムチョクドルジェ。光緒 19 年，セツェン・ハン部ハン旗ハンを承襲 （QMG: 590-91）。
14 光緒 18 年，トシェート・ハン部左翼末旗・扎薩克一等タイジを承襲 （MUS: 23）。
15 同年 8 月 21 日にもクルルク貝子麾下の者がタイジノル旗の比丘とともに三依を献じている。
16 D13N-kha: 72b1-2。条約文に記された肩書きはフレー貸金のマネジャー僧官イェーシェーギャムツォ（khu 
ral dngul skyes do dam rtse drung ye shes rgya mtsho） である （Tashi tshering 2013: 102）。
17 1918 年に東チベットを縦断したイギリスの領事タイクマンは「たぶん青海の大部分にはかつてはモンゴル人
が住んでいた。しかし，今やこの二つの民族のうちチベット人がずっと強力である。世代が下るごとにチベッ
ト人はモンゴル人を吸収し押し出している」と証言しており（Teichman 1922: 97-98），クルルク貝子自身も
1912 年 8 月 7 日付けのジェブツンダンパ８世宛て書簡によって同様の内容を申し立てているため（橘 2012: 
22-23），青海モンゴル人の退潮の理由はチベット人勢力の北上によるものと思われる。
18 漢名は不明。英語の肩書きは本書簡では the great Military Commander of Kansu, Sining, Tso-tai, Gya-hor, 
Tibet and Mongolia である。前年 1915 年 8 月 30 日付けのダライラマに対して四川とチベット政府に講和
をもちかけた書簡では自称の肩書きは Frontier Officer of the Central Camp of the new Luchun Army であり，
1915 年 12 月 19 日付けのチベット政府の大臣の書簡では Chinese Frontier Officer of Szechuan である （いずれ
の書簡も BICT CIT-4 169 所収）。
19 この大臣からの書簡は，シッキム政務官のベルからインド政府に宛てた 1916 年 6 月 7 日付け書簡に添付され
ている （BICT, CIT-4 :169）。
20 北京のジョーダン卿 （Sir. J. Jordan） から 1916 年 7 月 28 日に送られた電信中の記述である （China, Political, 
Decypher of telegram from Sir J. Jordan （BICT, CIT-4:169））。
21 本書簡は西暦 1916 年 6 月 25 日にダライラマの手許についた （ダライラマ伝ではチベット暦 6 月 4 日にクル
ルク貝子の使者が，6 月 16 日にクルルク貝子のザイサンの到来が記録されている）。書簡の原本と英訳は
ダライラマが 1916 年 7 月 31 日 （チベット暦 6 月 1 日）にヤートン駐在のイギリス官僚マクドナルド（D. 
Macdonald）に発信した書簡に添付され，さらにこれが 8 月 10 日付けでシッキム執政官チャールズ・ベルに
送られ，さらにベルからインド政府に 8 月 21 日に転送された（BICT, CIT-4:168）。本書簡は現在国立公文書
館（The National Archives / TNA）に所蔵されており（FO.228.2749 1916-1917），小林亮介氏が発見し筆者に
教示してくださった。ここに謝意を表したい。
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22 注 21 参照。
23 「仏法を教えてくださる恩がある，自分の根本のラマ」（drin can rtsa ba’i bla ma）というチベット語の定型句
のモンゴル語訳である。
24 青海モンゴル出身の中国社会科学院歴史学研究所の研究員チンゲル氏より dedü は degedü の口語形であると
ご教示いただいた。 
25 チンゲル氏に gündegüng の口語形であるとご教示いただいた。
26 挨拶礼で用いられるスカーフ状の絹 Tib. kha btags / Mo. qadaγ/ 哈達 の訛りか。
略号並びに参考文献
BICT: British intelligence on China in Tibet, 1903-1950  [microform]: formerly classified and confidential British intel-
ligence and policy files: IDC Publishers, 2002.
D13N-ka, kha: thub bstan byams pa tshul khrims bstan ’dzin. lhar bcas srid zhi’i gtsug rgyan gong sa rgyal ba’i dbang po 
bka’ drin mtshungs med sku pheng bcu gsum pa chen po’i rnam par thar pa rgya mtsho lta bu las mdo tsham brjod 
ngo mtshar rin po che’i phreng ba. ŚATA-PIṬAKA SERIES, Vol. 288-289.
MUS: Зарлигаар тогтосон Монгол Улсын щастирын хураангуй. Монгол Улсын Шинжлэх Ухааны 
Академийн Түүхийн ХүрэээлэнУлсын нийтний номын сан, 1997.
PSJZ: ye shes dpal ’byor, sum pa mkhan po （1704-1788）．’phags yul rgya nag chen po bod dang sog yul du dma pa’i 
chos ’byung tshul dpag bsam ljon bzang. ŚATA-PIṬAKA SERIES, Vol. 212. New Delhi, 1979.
QMG: 包桂芹編 （1995） 『清代蒙古官吏传』民族出版社
RIT: Белов E.A. ed. （2005） Россия и Тибет : сборник русских архивных документов 1900-1914 . 
地図 : モンゴル科学アカデミー歴史研究所 編著 （1988）『モンゴル史 1』「地図 I 」恒文社
Batbayar （2012） “Grand Union between Tibet and Mongolia: Unfulfilled Dream of the 13th Dalai Lama”. The 
Mongolian Journal of International Affairs, No. 17: 75-80.
Болдбаатар, Ж. （1994）Эрдэнэ дайчин чин ван Ханддорж. Улаанбаатар.
─（2003）Хошой чин ван Ханддорж. Улаанбаатар.
Ishihama Yumiko, Kobayashi Ryosuke et. al（2019）The Resurgence of “Buddhist Government” : Tibetan-
Mongolian Relations in the Modern World, Union Press.
Mannerheim, C. G.（2008）Across Asia from west to east in 1906-1908 . Otava Publishing Company, Helsinki.
Soninbayar（2013）“The 13th Dalai Lama in Mongolia”. Lungta, 17: 69-71.
Tashi Tsering ed.（2013）The Centennial of the Tibeto--Mongol Treaty: 1913-2013 . Lungta 17, Dharamsala: 
Amnye Machen Institute.
Teichman, Eric（1922）Travels of a consular officer in Eastern Tibet, Cambridge University Press.
Zhalsanova, B. TS.（2015）“Namdak Dylykov, A Prominent Buryat Public figure of the late 19th-early 20th centu-
ries”. Вестник Бурятского научного центра Сибирского отделения Российской академии наук, : 28-42.
石濱裕美子（2014a）「ダライラマ 13 世の著作に見る自称表現と政体表現の変遷について」『早稲田大学教育学研
究科紀要』24: 1-18.
─（2014b）「ジェブツンダンパ 8 世の即位礼にみるダライラマの即位礼の影響について」『日本モンゴル学会紀
要』44: 39-52.
─（2015）「ジェブツンダンパ 8 世の王権像について─ダライ・ラマとの比較から─」『史滴』37: 82-106.
─（2018）「ダライラマ 13 世によるモンゴル仏教界の綱紀粛正とその意義について」『桜文論叢』96: 193-216.
華一之編著 （1987）『青海民族史入門』青海人民出版社
桑丁才仁 （2007） 「民国初期川隴両省就隆慶（囊謙）帰属問題引発的紛糾」『中国藏学』2007-1: 51-57
橘  誠   （2011）『ボグド・ハーン政権の研究』風間書房
─（2012）「モンゴル独立と青海モンゴル : 西後旗のザサグ継承問題とボグド・ハーン政権の対応を中心に」『内
教育学研究科紀要29号_03石濱先生.indd   45 19/02/18   20:10
46 20 世紀初頭，チベットとモンゴルを結んだ二人のモンゴル王公（石濱） 
陸アジア史研究』27: 19-33.
哲倉・才謙輯編 （1994）『清代青海蒙古族档案史料輯編』青海人民出版社
中国第一歴史档案館編 （2002）「內廳偵察達賴報告」『清末十三世達頼喇嘛档案史料選編』中国藏学出版社：286-
323.
教育学研究科紀要29号_03石濱先生.indd   46 19/02/18   20:10
